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【議案】 

・議案第11号 小松市奨学金貸与要綱の制定について（学校教育課） 

・議案第12号 令和４年度小松市奨学金貸与奨学生について（学校教育課） 

 

【報告事項等】 

・寄附受納について（学校教育課） 

・こまつ市民大学第５期事業計画について（生涯学習課） 

・未来型図書館基本構想策定支援業務プロポーザルの実施結果について 

 （生涯学習課） 

・未来型図書館基本構想策定委員会の設置について（生涯学習課） 

・図書館運営を支える人材育成講座の開催について（生涯学習課） 

・高校生ビブリオバトルinこまつ2022の開催について（図書館） 

・ひととものづくり科学館５月報告について（ひととものづくり科学館） 

 

 

 

 
 



教 育 委 員 会 報 告 

令和４年６月３日 

【議案】 

件 名 議案第11号 小松市奨学金貸与要綱の制定について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 
小松市奨学金貸与条例及び小松市奨学金貸与条例施行規則第17

条に定められている審査委員会等の運用上の規定を定めるもの。 

教育委員等の意見  特になし 

 議案第11号 承認 

  

件 名 議案第12号 令和４年度小松市奨学金貸与奨学生について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 

今年度の奨学金貸与奨学生について、５月31日に小松市奨学金

貸与審査委員会を開催した。卒業校又は在学校からの推薦書に基づ

き、各書類審査を行った結果、３名に決定した。 

教育委員等の意見 

【北村委員】 

 告知方法はどうか。何名応募があったのか。 

【岩脇学校教育課長】 

 各高等学校、公立小松大学等には出向いてお知らせし、広報こま

つにも掲載して周知した。問い合わせは20件あった。 

 議案第12号 承認 

 

【報告事項等】 

件 名 寄附受納について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 

生理用品の購入が困難な女子児童・生徒への支援として、小松市

校下女性協議会より生理用品のご寄附をいただいた。５月24日に

感謝状を贈呈した。各学校には女子トイレに配置するよう依頼し

た。 

教育委員等の意見 特になし 



 

件 名 こまつ市民大学第５期事業計画について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

 講座内容を見直し、新たな講座を追加したこまつ市民大学第５期

を開講するもの。ジュニアコースを創設。７月中旬に対象学年の児

童・生徒全員にチラシを配布して募集し、９月より開講予定。 

教育委員等の意見 

【勝木委員】 

 称号制度の単位が１つの講座の履修で１単位又は２単位であれば

10単位取るのは大変である。モチベーションがあがるのでよい試

みである。 

【中惣委員】 

 定員超過、定員割れすることはあるか。 

 点数をつけられることに恐怖心を抱く人もいる。簡単な試験であ

ることを明記したほうがよい。 

【北村委員】 

 生きがいを与えるものでありぜひやっていただきたい。試験があ

ると不安があり、参加されない人がいるのではないか。 

回   答 

【坂下生涯学習課長】 

 １つの講座の履修で１単位又は２単位であり、第３期が終わった

時点で２名、第４期が修了すればさらに３名に称号を授与する予

定。 

 定員超過、定員割れすることはある。定員を超える場合は抽選に

なる。 

 公民館はより幅広く気楽に学ぶ場、市民大学はアカデミックによ

り高度な内容を学ぶ場として二段階で用意している。試験は簡単な

もので負担にはならない。簡単な試験であることを明記する。 

 

件 名 
未来型図書館基本構想策定支援業務プロポーザルの実施結果につい

て 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

小松市未来型図書館基本構想策定支援業務に係る受託候補者を特

定。 

 受託候補者 アカデミック・リソース・ガイド株式会社 

 業務期間 契約締結日から令和５年３月31日まで 

教育委員等の意見  特になし 

 



件 名 未来型図書館基本構想策定委員会の設置について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

 未来型図書館基本構想の策定にあたり、小松市未来型図書館基本

構想策定委員会を設置するもの。未来型図書館のビジョン・基本方

針を検討。 

教育委員等の意見 

【北村委員】 

 基本構想はいつまでに策定されるのか。 

 策定されたものに対して市民の声をいただいて修正していくので

はなく同時進行でよいのか。 

 策定委員会委員には、講座の講師や建築士、デザイナー、図書館

協議会等違った視点の方を入れて、幅広い声を取り入れてはどう

か。 

回   答 

【坂下生涯学習課長】 

 基本構想は今年度に策定する予定。策定委員会で練った基本構想

を支援業務受託者が形にする。市民のワークショップや講座から市

民の意見を集約し、同時進行で進めていく。 

【横山教育次長】 

 策定委員会はいろんなご意見を聞いて集約していく役割である。

図書館に専門的な方、学識経験者、市民の交流等に高い評価を得て

いる方等を委員に選出している。支援業務受託者は図書館の実務経

験があり、基本構想を策定したこともあり、建築にも造詣が深い。

図書館協議会の定期的な会合でも意見をいただく予定。 

 

件 名 図書館運営を支える人材育成講座の開催について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

図書館の企画運営を支える人材を育成するため、図書館エディタ

ー養成講座と子ども司書養成講座を開催するとともに、講座終了後

も活動の輪を広げていくもの。 

教育委員等の意見 

【勝木委員】 

 子ども司書養成講座を終了後、子ども司書は何か特別にできるよ

うになるのか。 

回   答 

【横山教育次長】 

 子ども司書クラブを結成し、図書館内に子ども司書が選ぶ本コー

ナーを設置するなど継続的に図書館の活動に関わっていただく仕組

みを作っていく。 

 



件 名 高校生ビブリオバトルinこまつ2022の開催について 

所管部課名 図書館 

内 容 

８月３日にサイエンスヒルズこまつ３Ｄスタジオにて開催予定。 

広報こまつ、市ホームページに掲載し、各高校に訪問して周知す

る。 

教育委員等の意見 

【中惣委員】 

 ビブリオバトルはテレビ小松で放映されるのか。見ごたえがある

大会なのでぜひ放映してほしい。 

【北村委員】 

 大会の趣旨を説明して取材をお願いしてほしい。 

回   答 
【梶谷図書館長】 

 今のところ予定はない。テレビ小松に依頼してみる。 

 

 

件 名 ひととものづくり科学館５月報告について 

所管部課名 ひととものづくり科学館 

内 容 

 最年少野菜ソムリエプロ 緒方先生、石川県立大学 中谷内先生

に講演していただいた。入館者数は13,685人。いろんな団体が使用

するようになった。 

教育委員等の意見  特になし 

 

 

【その他】 

件 名 次回教育委員会会議日程について 

内 容 
日時：令和４年７月13日（水）午後１時30分 

場所：市役所 ６階 教育長室 

 

 

【教育委員からの意見・提言】 

中惣委員 

那谷小学校の計画訪問に行った。複式学級の少人数の学校だったが、先

生方が子どもたちの意欲を高めて集中力を途切れさせないよう工夫され

た授業を行っていた。校長先生からは、いろいろな意見を聞きたいがコロ

ナ禍で他校の先生と直接会って意見を言い合うことができないという悩

みを聞いた。会う機会ができるとよい。 



勝木委員 

 近くの小学校の運動場で体育の授業をしているときに英語で話してい

た。身近に英語を感じられる取り組みをしていて、こういうときにはどう

表現するのか学べていいことである。 

北村委員 

小松市の英語検定３級の取得率を教えてほしい。社内公用語を英語に

している企業もある。話す、聞くことが基本。社会に通じるような英語教

育をお願いしたい。   


